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皮 (20deg/～),前々年度 (10deg/S),とは異なる速度 (5
°eg/S)を持つ放射･並進運動対を刺激として提示し,放
射･並iLR迎軌間の弁別が可能であるか否かについて選好
注視法によって検討した.
その紡凪 運動速度が5deg/Sと比較的遅い条件下
でも,生後1-5ケ月の乳児は拡大運動と並進運動の弁別
-128-
が可能であることが示唆された.一方,縮小運動と並進
迎助の弁別については,それらの運動の弁別を示す有意
な祝兜選好は生じなかった.
ヒト乳児でも放射状の拡大･縮小運動に対する速度
感皮は,拡大運動検出においてより高いことが報告され
ている (Shirai,Kanazawa&Ⅵmaguchi,2008).ヒトを対
免とした先行研究の結兄と,本年度,前年度,および前々
年度の結果から総合的に判断して,ニホンザル乳児はヒ
ト乳児と柄似の放射迎肋知覚特性を持つものと考えら
れる.
